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　一橋大学における日本語教育は大きく5つに分類することができる。第一は、文部科学

省国費研究留学生に対する日本語の予備教育を中心とする「日本語研修コース」である。

第二は「教養教育科目としての日本語科目」、第三は「学部教育科目としての日本語科目」、

第四は「大学院科目」、そして、第五は「春季・秋季日本語コース」である。第一と第五を

除いてこれらの日本語のコースはすべて単位が認定される科目となっており、本学の日本

語教育における一つの特徴となっている。また、後掲の表にあるように、日本語担当教官

が各学部や研究科と連携をとりながら、センターや学部の枠にとらわれず、講義を担当し

ていることもその特徴として挙げることができる。

1．日本語研修コース

〈コースの概要〉

　このコースは、文部科学省国費研究留学生のうちで日本語の予備教育を必要とする者（『日

本語研修生」と呼ばれる）を主な対象とする。渡日時以前に日本語学習歴のない者から初

中級レベルにある留学生がこのコースを受講し、半年間の日本語学習の後、本学の研究生、

あるいは、大学院生となる。日本語研修生以外に、大学推薦の国費留学生、交流協定大学

からの派遣学生・あるいは私費の留学生もこのコースに参加することもある。

　このコースの日本語学習の目標は、学内外の日常生活に必要な日本語運用能力を獲得す

ること、および、それぞれ学生の専門の勉学・研究活動に必要な日本語力の基礎を構築す

ることである。本学は社会科学系の大学であり、商学、経済学、法学、社会学の各分野に

進む留学生を迎えている。このコースの中級以降では学生個々の専門に対応した専門日本

語教育の展開が模索されている。

　16週問のコース終了後には、それに接続した日本語学習のクラスが「春季・秋季日本語

コース」および、学部の科目（「教養教育科目」「学部教育科目」）の中に準備されている。

例えば、学習歴をもたずに日本語研修コースに参加した学生の場合、16週間の研修コース

の後、3週問の「春季・秋季日本語コース」内の、日本語初級修了レベルに合わせた、中

級への橋渡しクラスで学習を継続する。さらに「春季・秋季日本語コース」を修了した本

学配置の学生には、次学期に学部の科目内に、そのレベルに合った日本語クラスが用意さ

れており、日本語学習がスムーズに継続されるよう配慮がなされている。

　日本語教育のほか、異文化理解・適応に焦点を当てた授業科目として「日本の社会と文

化」が98年度から開講され（木曜午後2コマ。97年度は「異文化発見ゼミナール」とし

て開講）、日本の社会と文化を理解するための講義・工場見学・小学校訪問・伝統文化鑑賞

など多彩な活動が展開されている。
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＜各学期報告〉

①第八期（2000年4月コース2000年4月～2000年9月）

　8か国からの13名の留学生が参加。3クラス編成。7名を未習者クラス（1クラス）、

3名を初級前半クラス（1クラス）、3名を初級後半～中級クラス（1クラス）とした。日

本語教育担当教員は6名の専任教官、及び8名の非常勤講師（太田陽子、高橋美和子、田

中久美子、福岡理恵子、丸谷しのぷ、三角友子、渡辺晴世、清水佳子）（敬称略）である。

主な教材：『初級日本語』（東京外国語大学留学生日本語教育センター）、『中級日本語』（東

　京外国語大学留学生日本語教育センター）、『日本語中級J501』（土岐ほか）、『日本

　語会話中級I』（高柳ほか）『日本語会話中級皿』（高柳ほか）『にほんご作文の方法』（佐

　藤ほか）

第八期生名簿

氏　　　名 性別 国　籍 修了後配置先

oni，MoI11r　Hossain M パングラァシュ 済学研究科

阯n1pai昌anchai，Chakkdt M タイ 済学研究科

antama皿asikam，Pomtawee M タイ 国際企業戦略研究科

○畠uk脾ibu1，Sa㎡nthom F タイ 商学研究科

eesomboo叩oonsuk，Nu皿tawall F タイ 商学研究科

opmeme　Sajja閉x F タイ 法学研究科

㎝g　Sour M カンポジア 国際企業戦略研究科

nvau，Hans　David　Person M オーストラリア 法学研究科

a脾，Patricia　Beatriz F アルゼンティン 法学研究科

ali皿as，Da㎡dAntoine M フランス 会学研究科

outawa趾i1，Kha1id M フランス 法学研究科

iIlyanskaya畠，U1ia　Vas111evna F ロシア 法学研究科

hongYum　Ming　（張　元明〕‡ M 中国 法学研究科

‡私費学生
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第八期時聞劃

I 1
1

皿 IV

A 初級・文型語彙 初級・文型語彙 初級・会話聴解 初級・文字
（福岡） （福剛 （石黒） （石黒〕

月 B 初級・文型語彙 初級・文型語彙
（田中） （田中〕 初中級読解・漢字 一　　　　一　　　　’

C 中級・文型語彙 中級・文型語彙 （五味〕

（清水） （清水〕 ■　　　　■　　　　■

A 初級・文型誘彙 初級・文型語彙 初級・会藷聰解 初級・文字
（福岡） （福剛 （高橋） （高橋〕

火 B 初級・文型語彙 初級・文型語彙 初級・会話聴解 初級・文字
（渡辺） （渡辺〕 （太田） （太田）

C 中級・読解 中級・読解

’　　　1　　　一 （五味） 一　　　　一　　　　一 （五味）

A 初級・文型語彙 初級・文型語彙
（西谷） （西谷） ■　　　　1　　　　一 ■　　　　一　　　　一

水 B 初級・文型語彙 初級・文型語彙
（庵〕 （庵）

一　　　　一　　　　一 ’　　　　’　　　　■

C 翻訳

一　　　　■　　　　　■ （鶴田） 一　　　　　一　　　　一 一　　　　■　　　　■

A 初級・文型語彙 初級・文型語彙

木 （丸谷） （丸谷〕

B 初級・文型語彙 初級・文型語彙 日本の社会と文化（横田・水野）

（渡辺） （渡辺）

C 口頭表現 口頭表現

（三角） （三角〕

A 初級・文型語彙 初級・文型語彙 初級・会話聴解 初級・文字

金 （丸谷） （丸谷） （高橋） （高橋）

B 初級・文型語彙 初級・文型語彙 初級・会諸聴解 初級・会諸聴解
（田中） （田刺 （太田） （太田）

C 口頭表現 口頭表現
（三角） （三角〕 一　　　　一　　　　■ ■　　　　一　　　　■
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②第九期（2000年10月コース2000年4月～2000年9月

　6か国から9名の留学生が参加。3クラス編成。6名を未習者クラス（1クラス）、3名

を中級レベルのクラス（2クラス）に配置した。日本語教育担当教員は6名の専任教官、

及び、6名の非常勤講師（太田陽子、清水佳子、高橋美和子、田中久美子、福岡理恵子、

渡辺晴世）（敬称略）

主な教材：『初級日本語』（東京外国語大学留学生日本語教育センター）、『中級から学ぷ日

　本語』（荒井ほか）『日本語中級J501』（土岐ほか）

第九期生名簿

氏　　　名 性別 国　籍 修了後配置先（所属）

Kleymmeer，Ray皿㎝d M オランダ 商学研究科

Kapinos，O1egVladimirowoh M ウズペキスタン 商学研究科

KoPP飢肚os M 、ンカリー 済学研究科

Naesstmem，Jens　Joha皿 M スウェーデン 法学研究科

J㎜piam，Tor昌ak M タイ 会学研究科

Ute㎜isoV　A1ish飢Aynazaro㎡ch M ウズペキスタン 国際企業戦略研究科

ShamsieV　Vosik　Talikho㎡ch“ M ウズペキスタン 済学研究科

Ta㎜【ho㎡ch　Rasu1ov　U1ug1〕ek“ M ウズペキスタン 済学研究科

Massey　Em皿a舳 F イギリス （社会学部）

＾大学推薦の研究生 冊交流学生

第九期時問割

1 I
I

皿 IV

A 初級・文型語彙 初級・文型語彙 初級・会誘聴解 初級・文字
（田中） （田中） （石黒〕 （石黒〕

月 B 中級・文型語彙 中級・文型語彙 専門日本語
（清水） （清水） （経済商学分野） ■　　　　■　　　　■

C 中級・文型語彙 中級・文型語彙 （庵〕

（福岡） （福岡） 一　　　・　　　■

A 初級・文型語彙 初級・文型語彙 初級・会話聴解 初級・文字
（渡辺） （渡辺〕 （高橋） （高橋）

火 B 作文・発表 作文・発表 専門日本語
（太田） （太田〕 ■　　　　一　　　　■ （法学・社会学分野〕（石

C ■　　　’　　　一 一　　　　一　　　　1 ’　　　’　　　一
黒）

A 初級・文型語彙 初級・文型語彙

水 （西谷） （西谷〕 一　　　　一　　　　一 1　　　　1　　　　■

B ■　　　’　　　■ 禰訳 一　　　　一　　　　■ 一　　　　一　　　　一

C ■　　　　一　　　　一
（鶴田）

一　　　　一　　　　■ 一　　　’　　　一

木 A 初級・文型語彙 初級・文型語彙 日本の社会と文化
（渡辺〕 （渡辺〕 （横田・水野）

A 初級・文型語彙 初級・文型語彙 初級・会話聴解 初級・文字

金 （田中〕 （田中〕 （高橋） （高橋）

C 作文・口頭発表 作文・口頭発表
（太田〕 （太田） ■　　　1　　　一 1　　　　■　　　　一
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2．教養教育科目としての日本語科目

　教養教育科目として開講される日本語関係科目は広範にわたる。2000年度は、科目数で

23、ゼメスター単位の延ベコマ数で42コマ（1コマ＝90分授業が週に1回で、2単位に相当）

になる。以下に各科目の担当者、コマ数、対象、内容、総時間数などを表に記す。

2－1．日本語・1ヨ本事情科目

　　「日本語A」と「日本語B」は学部1年次の留学生のためのクラスで、「一般日本事情I」

及び「一般日本事情n」は主に学部1・2年次の留学生を対象としている。この4科目が

狭義のr日本語・日本事情科目」と呼ばれるものである。

表1：E1本語・日本事情科目

科1ヨ個当者） コマ撒 対象 投業内容・到達目榎 時期・時閻敷

目本語A（三枝、蟹田〕 2コマ 学部1隼の留 社会科学の勉学に必要な日本語能力を 夏学期開講

■週 学生 総合的に養成．特に教科書等を正確に読 60時間
みこなし、講義を聞いて理解する訓練を
する。

日本語B（松岡、西谷〕 2コマ 上に同じ 「日本語A』に続いて高度な日本語能カ 冬学期開講

■週 を養成する． 60時間
一般日本事情1 1コマ 主に学部1，2 日本人が常識として知っている歴史上の 夏挙期開講
｛松岡） ／週 隼の留学生 知識や事柄の中から、話題惟のあるもの、 30時間

日常生活で必要なものを取り上げる。

一般日本事情11 1コマ 上に同じ 現代日本に焦点を絞り、現代日本社会の 冬学期開講
（五味） ■週 理解に役立つ歴史的な事柄を扱う。 30時問

2－2　全留学生対象の日本語科目

　　「日本語中級・前」から「日本語選択・日本語講読」までの19科目は、単位取得が可

能な正規科目として、交流学生（交流協定校からの1年の短期留学生）、研究生（日本語研修コー

ス修了生を含む）、日本語日本文化研修生（略称r日研生」〕、学部1・2年生、大学院正規生な

ど、全カテゴリーの留学生がレベルと二一ズにふさわしいものを履修している。

　このうち、「日本語中級・前」から「日本語上級・後」の5科目は、レペル別の「基本科

目」、それ以外は技能別の「選択科目」である。前者のクラス編成はプレースメント・テス

トの結果等をもとに行われている。後者は、学習者がそれぞれの二一ズによって履修する

ものである。1997年度から1999年度まで休講していた「日本語選択・口頭表現」は200

0年度には「日本語選択・口頭表現I」と「日本語選択・口頭表現I」という二つのレベ

ルで開講することになった。また、「日本語選択・中級読解工」「日本語選択・中級読解皿」

「日本語選択・社会科学の基礎藷彙」「日本語選択・法学の基礎語彙」が新設された。それ

にともない、「日本語選択・日本藷講読I」『日本語選択・日本語講読n」は「日本語選択・

上級読解I」「日本語選択・上級読解皿」にそれぞれ名称変更された。なお、2000年度の

非常勤講師は、梅岡巳香、清水佳子、立野みどりであった。
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表2：基本科目
科1ヨ（担当者） コマ徴 対象 授業内容・到違目擦 時期・時閻教

日本語中級・前 4コマ 主に交流学生、 教科書に沿って中級前期レペルの文法・ 夏と冬に並行

（帽田、立野） ／週 研究生 漢字・語彙をマスターし、合わせて大学生 開講

活に必要な会話力や聰解カを習得する。 各120時問
日本語中級・中 2コマ 上に同じ 教科書に沿って中級中期レペルの文法・ 夏と冬に並行

（清水） ■週 漢字・語彙をマスターし、視聴覚教材を利 開講

用しながら読解カや聴解力を向上させる． 各60時間

目本語中級・後 2コマ 上に同じ 教科奮に沿って中級後期レペルの文法・ 夏と冬に並行

（悔岡） ／週 漢字・語彙をマスターし、視聴覚教材を利 開講

用しながら読解カや聴解力を向上させる。 各60時間

E1本盗上級・前 2コマ 上に同じ 教科奮やピデオ教材を利用しながら上級 夏と冬に並行

（三技） ／週 前半レペルの文法・漢字・語彙をマスター 開講

し、読解力や聴解力を向上させる。 各60時問

日本語上級・後 2コマ 主に交流学生、 教科書や新聞、社会科学文献、ピフ’オ教 夏と冬に並行

（今村〕 ／週 研究生．学部1、 材を利用して、上級後半レペルの文法・漢 開講

2年生 字・語彙をマスターし、読解力や聴解力、 各60時間
議論の技術を向上させる．

表3：選択科1ヨ

科目（担当看〕 ：1マ歓 対ホ 役糞内容・到違目優 時期・時間教

目本脂逃択・文童蒙現1 1コマ 主に交流学生、 社会科学系の論文を替く際に必要な基本的文型 夏と冬1こ並行開

旧：三枝．冬：臼田） ／週 研究生｛中級〕 や表現・語彙を習得し、論壌的な文章をふさわ 榊　各30時閻

しい文体で香けるようにする．

目本跨遺択・文童姦現11 1コマ 主に交流学生，研 上の練習に加え、説得カある文章を書くための 夏と冬に並行開
（■＝石螂．冬：松剛 ／週 究生、学部1．2 論文榊成の妓術を習得するととも1こ分かりやす 繭　各30時間

年生（上鋤 く簡潔な要約の酬練をする．

8本喝辺択・文法1｛■： 1コマ 主に交流学生、 中級レペルの文法カを磁実なものにする． 夏と冬に並行関

庵　匁：＝枝） ■三圓 概究生（中般〕 蘭　各30時間

目刺吾遺択・文法11（1： 1コマ 主に交流学生、 中・上級レペルの文法カを確実なものにする． 夏と冬に並行開

＝佼　忽：膚） ／週 研究生（上級〕 酌　各30時間

目本膀遭択・口頭豪現1 1コマ 主1こ交流学生、 大学生活で自然な目本語が使えるよう1こする． 冬挙期開請

（酉谷） ／三国 研究生｛中級中） 中級中期レペルの運用能カをつける． 30時閥

目本膀丞択・口頭蒙馴1 1コマ 主1こ交流学生、 大学生活で自然な日本謁が使えるよう1こする． 冬学期開請

（西谷〕 ■週 研究生（中級後） 中級後期レペルの遭用能力をつける． 30時間

1ヨ本膀遺択・中級涜解1 1コマ 主に交流学生、 新聞、雑饒、新替などを材料1こ、中級中期 夏と冬に並行開

（口：鷹．忽1五味） ／週 研究生仲級中） レペルの基本的読解カをつける． 醐　各30時問

目本硲遇択・中齪読解11 1コマ 主に交流学生、 新聞、雑睦、新奮などを材料に、中級後期 夏と冬に並行開

（■1五味　久：膚〕 ／週 研究生仲級後〕 レペルの基本的読解カをつける． 諮　各30時問

8本嗜遺択・漠字C＾1 1コマ 主に交流学生、 中級漢字の読み能カを向上させ、日本語ワープ 夏と冬1こ並行開

（！：庵　匁：石黒） ／週 研究生仲級） 口で作文煉習をする． 榊　各30時問

圓本語遇択・翻駅の目本 1コマ 交流学生、研究 主に社会科学系の英畠昏文献を日本語に翻訳 冬学期開認

膀（8囲） ／週 生、学部1，2隼 する畷の技術を習得する． 30時問

生｛上級）

目本語遺択・上迎院解1 1コマ 主に学部2年生 社金・人文科学分野の新替や論文の抜粋を読み、 夏学期開請

〔松剛 ／週 （上級〕 杜会・人文科学分野の基本概念に触れる 30時問

目本嗜逃択・上與瞭解11 1コマ 主に学部2年生 社会・人文科学分野の新魯や論文の抜粋を読み、 冬学期開釧

〔今榊 ／週 （上級〕 社会・人文科学分野の基本概念に触れる 30騎問

目本I吾込択・祉会科学の 1コマ 主に交流学生、 社会科学の勉学・研究に必璽な基礎藷彙を 夏と冬に並行開

墓腱語o旧1今村． ／週 研究生仲級） テキストやプリントを用いて学ぷ． 醐　各30時間

匁1石＾）

目本喝週択・法学の墓僧 1コマ 主に交流学生、 法学の勉学・研究に必要な基礎的な表現を、法 冬学期開繭

傍ユ（＝枝） ■週 研究生（中般） 学のテキストや判例を用いて学ぷ． 30時問
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科El（担当者） コマ敷 対象 綬業内容・到違目懐 時期　時間数
現代日本言吾論1（優田）

1
コ
マ
■
週

留学生を含む学部1．2年生 言語システムそのものではなく言語を人々がどのように使うかに焦点を当てる。
夏学期關講

30時間
現代1ヨ本語論11｛庵） 1

コ
マ
■
週

上に同じ 一般の学生にも身近な文法現象を取り上げ最新の研究成果とともに紹介する． 冬学期開講　30時間

共通ゼミ：8本語・1ヨ本語教育（今村） 1
コ
マ
／
週

学部3・4年生
外国人に教える視点から現代日本語文法を考える、

通年開謝

60時間
共通ゼミ1現代日本語（松岡〕 1

コ
マ
／
週

主に日研生 1ヨ本鼠日本文化の基本文献を講読する。 通年開講

60時問

2－3　学部の日本語関係科目（全学生対象）

　　『現代日本語論I」「現代日本語論I」「教養ゼミ：外から見た日本語」「共通ゼミ：日本

語・日本語教育」は、留学生を含む、学部生一般を対象とした教養科目であり、『共通セミ＝

現代日本語」は主に日本語日本文化研修生を対象とした科目である。

　表4：学部の日本語関係科圓（全学生対象）

3．学部教育科目としての日本語科目

　学部教育の枠組みでは、経済学部において「経済の日本語」（週2コマ〕、社会学部におい

て「社会・人文の日本語I」、「社会・人文の日本語I」（それぞれ週1コマ〕が開講されてい

る。いずれも経済学部あるいは社会学部における専門日本語力の向上を図るために開設さ

れたものだが、他学部生も履修することができる。

　表5：学部教育科目

科目（担当者） コマ敷 対象 授業内容・到違目標
盗済の目本騎（夏

時期　時閥散

1コマ 主に経済学部 経済学を中心とする杜会科学の分野で
：今村．冬：酉谷）

夏と冬に並行
／週 の交流学生、研 使われる語彙・表現をテキストを用いて 開講

究生（中級） 学習するほか、日本経済新聞などの記事 各60時問
も講読する。

祉会・人文の日本 1コマ 主に社会学部
語1（庵）

社会・人文科学の代表的論文を読み、論 夏学期開講
■週 の交流学生、 文特有の表現を理解し使用できるように 30時問

日研生、研究 するとともに社会・人文科学分野の基礎
生（上級〕 概念を習得する。

祉会・人文の日本 1コマ 上に同じ
語11（河野）

r社会・人文の日本語1」の内容をさら 冬学期開講
／週 に深める。 30時間

14？
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4．大学院科目

　　「経済専門文献日本語」が経済学研究科で、「法言語文化論」が法学研究科で、『専門日

本語」と「日本語教育論」が社会学研究科で開講されている。

表6＝大学院科目

科目（担当者） コマ艶 対象 綬業内容・到違目榎 時期・時間致

径済専門文献日 1コマ 主に経濟学 経済専門文献日本語の理解における落 夏と冬に並行

本語（今村） ■週 研究科の修士． とし穴に目を向け、言語表現に現れる 開講

博士課程の留 筆者の視点や立場を読みとる。同時に 各30時間
学生 論文執筆、発表の技術にも触れる．

法言語文化蟹 1コマ 主に法学研 憲法を一つの手がかりとして、日本人 通年開講

（三技） ／週 究科の修士． の恩想・行動をいくつかの国と比較し 60時間

博士課程の留 ながら考える。

学生

総合祉会科学専 1コマ 主に社会学研 近代の日本語の文章を文法的に正確に 夏学期開講

門日本語 ■週 究科と言語社 読み解く練習を行う．文語文法の基礎 30時問
（松岡） 会研究科の修 と歴史的仮名遣いを概観し一日本近代

士、博±課程の 恩想体系Iの文章、あるいは受講生の

留学生 尊門分野から文章を抜粋して読む。

圓本語教育論 1コマ 主に社会学研 言語教育関遠の諸分野における最新の 冬学期開講

（松岡） ／週 究科と言語社 成果が、日本語教育のための理論とし 30時間

会研究科の学 てどこまで有効であるかを検証する．

生 また、教育実習的なものも含める。

5．補講としての日本語（春季・秋季日本語コース）

　正規のカリキュラム外に開講されるもので、単位の認定は行われない。2000年度は9月

と3月に3週間の集中コースが開かれた。対象者は、センターの日本語研修生や渡日直後

の交流学生、日本語能力向上を目指す在学生で、そのクラス編成、担当者、内容、使用教

材は以下の通り。

　表7：2000年度秋季日本語コース（2000年9月4日～22日、全70時間）

クラス（担当者〕 内容・目標 使用教材

Aクラス 初級文法・漢字・語彙を確認しながら中 「J・B．idg。（九犬試用版）」

｛：角、太田、小林） 級への橋渡しと聰解力の向上を目指す． 九州大学留学生センター

Bクラス 中級前期学習者の読解力・聴解力・会話 「中級かb学ぷ日本語」

（高僑　帳野、中川） 力の向上を目指す． 大阪YMCA日本語学校

Cクラス 読解力・聴解力を中心に中級から上級へ 「日本語中級J501」

（浅田、熊副 の橋渡しをする。 スリー工一ネットワーク

翻訳クラス 上級学習者が経済挙・商学に関する英文を 各種英文抜粋

（中川、小榊 日本錆に禰訳する力を伸ぱす．

なお、同期間中に経済学研究科の主催でr経済学・商学の日本語クラス（上籔）」が開かれた。
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クフス（担当者） 内容・8棲 使用教材
Aクフス 初級文法・漢字・喬喬彙を確認しながら聴 「楽しく読もうπ」

（立野、三角、北岡〕 解力の向上を目指し．中級文法へと橋渡 文化外国語専門学校

しする。 「B舶ic　Kanji　Book　Vbl．2」

筑波大学留学生教育センター

B－1クフス 初級文法・漢字・語彙を確認しながら聴 『J・B・idg・（九大試用版）」

（田中、梅岡） 解力の向上を目指し、中級文法へと橋渡 九州大学留学生センター

しする。 『Basic　Kanji　Book　Vol．2」

筑波大学留挙生教育センター

8－2クフス 中級前期学習者の読解カ・聴解力・会話 ・「日本語中級J501」
（湛辺、太副 カの向上を目指す。 スリー工一ネットワーク

8－3クフス 中級後期学習者の読解力・聴解カ・会言舌 『中級から上級への臼本語」
（高僑、清水） カの向上を目指す． スリー工一ネットワーク
翻駅クフス 上級学習者が経済学・商学に関する英文を 各種英文抜粋
（中川〕 日本語に翻訳する力を練ぱす．

表8：2000年度春季日本語コース（2001年3月5日～23日、全75時間）

なお・同期問中に経済学研究科の主催でr経済学・商学の日本語クラス（上汲）」が開かれた。

（鶴田庸子、今村和宏）
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